






目的 

 極小未熟児の治療成績の向上に反比例し,慢性肺疾患(CLD)の増加が注目されている。

我々の施設に於て,CLDは典型的な気管支肺異形成症(BPD)やWilson-Mikity症候群(W-M)の

経過をとる症例は少く,むしろ,前期破水・羊膜炎合併母体より出生,胎内感染症を併発,更

に,感染症の潜伏・遷延化した症例に多い傾向が認められた。 

 今回この事実に着目し,予備的段階として,過去5年間の我々の施設に於る,CLDの発症頻

度と発症因子について,retrospective に検討を加え,CLD と肺感染症との関連性について

検討した。 


